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論文内容要旨
 古くから精神分裂病には滑動性追跡眼球運動(通常追跡眼球運動,smoothpursui七eyemo-
 vemen七:SPEM)の障害があることが知られているが,これには追跡波形が大小種々の衝動性
 眼球運動(saccade,サッケード)によって占められるタイプ1と,小振幅サッケードが規則的
 に重畳して歯車様の外観を呈するタイプ2の2っのタイプがある。SPEM障害は,この運動中
 本来抑制されているべきサッケードが過剰に出現することによる。そこで,精神分裂病患者にお
 けるSPEM障害にサッケード抑制障害などが仮定されてきた。本研究では,分裂病患者におけ
 る2っのタイプのSPEM障害の機序を明らかにする目的で,サッケードの制御状態を検討した。
 対象は健常対照群12名,SPEM障害を示さない分裂病患者群としてSPEM正常患者群12名,
 タイプiの障害を示す分裂病患者群としてタイプi患者群12名,タイプ2の障害を示す分裂病
 患者群としてタイプ2患者群12名の4群であった。サッケードの検査は,gap条件(固視点と
 ターゲット出現の間に時間間隔を入れる)とoverlap条件(固視点を点灯したままターゲットを
 出現させる)とし,サッケード反応時間(saccadicreactiontime:SRT)を測定した。
 その結果は次のようである。健常対照群では,gap条件でSRTヒストグラムを観察すると,
 約100msecと150msecに2峰性のピークが出現した。前者はExpresssaccades,後者はRegu-
 1arsaccadesと呼ばれ,overlap条件では,Expresssaccadesは出現しなかった。これらの結果
 は,健常者において同じ方法で観察し,Expresssaccadeを見い出したFischerらの所見を再確
 認させるものであった。
 タイプ1患者群のヒストグラムパターンはgap条件,overlap条件ともに健常対照群,SPEM
 正常患者群との比較で顕著な差はなかったが,RegularsaccadesのSRTのバラツキがあり,遅
 い反応時間のRegularsaccadesが多かった。このようなRegularsaccadesの異常は,頭頂葉障
 害の患者で報告されている。また予測的誤反応(ターゲットの出現前に予測に基づいて発現する
 サッケード)がgap条件よりoverlap条件で有意に減少しなかったが,これはタイプ1の固視に
 おける注意障害を示唆しており,上記異常と関連する頭頂葉の機能障害が,タイプ1の障害と関
 連しているものと推測された。またRegularsaccadesは前頭眼野により制御されているので前
 頭葉の障害も考慮する必要がある。
 これに対してタイプ2患者群では,他の群と比較して最も顕著な所見がみられた。すなわち,
 gap条件,overlap条件の双方においてExpresssaccadesが有意に多く出現し,overlap条件で,
 ほとんどの患者が右方向でExpresssaccadesのピークを示した。これはタイプ2患者群にのみ
 特徴的な所見であった。タイプ2患者群の所見は,タイプ2のSPEM障害がExpresssaccades
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 の抑制障害のような制御障害と密接に関連しており,
 半球のサッケード制御系の障害が推定された。
 とくに右方向へのサッケードを制御する左
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 審査結果の要旨
 精神分裂病の基礎障害をめぐる連合心理学および学習理論領域の研究は,分裂病症状群の基礎
 に固有の認知障害があるとする見解で一致している。その認知障害の病態生理と原因の解明が,
 分裂病の成因解明につながるとする立場から,現在,多くの生物科学的研究が進められている。
 分裂病に高頻度でみられる滑動性追跡眼球運動(SPEM)の障害を指標にした研究もその一環を
 なし,SPEM障害をきたす衝動性眼球運動(サッケード)には,二つのタイプ(タイプ1,
 2)があることも明らかにされている。
 本研究の目的は,これら2タイプのサッケードの発生機序を解析し,分裂病における脳障害を
 検討することにある。
 対象は,健常対照群,SPEM障害のない分裂病群,タイプ1障害をもつ分裂病群,タイプ2
 障害をもつ分裂病群の4群である。
 方法には①SPEM検査:通常の検査法と注意集中を要する形態識別法,②サッケード反応時
 間(SRT)検査:gap条件とoverlap条件を用い,ヒストグラム解析を行っている。
 その結果は,つぎのように要約される。
 ①SPEM検査では,タイプ1,2を示す分裂病群にサッケードが有意に多く出現し,形態識
 別でタイプ1分裂病群のSPEM障害が明らかに改善された。これは従来の報告と一致している。
 ②SRTヒストグラムでは,健常対照群が約100msecにピークをもつサッケード(expressed
 saccade:ES)と約150msecにピークをもつサッケード(regularsaccade,RS)があり,2峰
 性をなすことを確認している。
 本研究における新知見は,②において,タイプ1分裂病群では変動性の高いRSが多くみられ,
 予測的誤反応数がoverlap条件でも減少しないという成績と,タイプ2分裂病群でESがgap条
 件で他群より有意に多く出現し,少ないoverlap条件下においても多く出現して,その多くが右
 方向へのESであったという成績である。
 タイプ1分裂病群の上記の所見が頭頂葉障害時にもみられるという報告があり,この分裂病群
 では頭頂葉の機能障害を推定している。タイプ2分裂病群の所見は,分裂病脳で報告されている
 左半球障害と関連するとし,右方向のESはそれに起因したサッケード抑制系の障害を反映する
 と考察している。
 本研究の結果は,分裂病固有の認知障害に関連した脳障害研究の新たな生物学的指標として異
 常なESの存在を明らかにしており,分裂病のSPEM障害にみられる2タイプの発生機序が異な
 ることを初めて指摘している。予備審査で指摘された問題はいずれも解決されており,学位に値
 する論文と判定する。
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